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研究成果の概要（和文）：係り受け解析において、一部の単語にのみ情報が付与された部分的アノテーションコーパス
の利用とそれを用いることで最高水準の精度と高い分野適応性を実現した。研究代表者および連携研究者は、係り受け
解析の最小全域木問題としての定式化(文献[3])を参考に実装を行った。このようにして実現された言語処理システム
をツールとして公開した。また、学習のためのコーパスについても学会発表を行った上で、公開した。

研究成果の概要（英文）：We realized a dependency parser trainable from partially annotated corpus in which
 only a few words are annotated with dependency information. The parser works as accurate as state-of-the-
art parsers. In detail, the parser is based on a maximum spanning tree framework. We made the natural lang
uage processing tools publicly available. In addition, we made a presentation about the corpus for trainin
g and made it public.
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１．研究開始当初の背景 
自動単語分割と係り受け解析は、新聞などの
学習データがある特定の分野において高い
解析精度が実現されており、その成果もツー
ルとして利用可能である。しかし、実際には、
自然言語処理の要求のほとんどは、ツールが
想定していな分野のテキストが対象であり、
解析精度の著しい低下が大きな問題となっ
ている。この問題に対してユーザーが取り得
る手段は、適応分野特有の単語を辞書に追加
する程度であり、全く不十分である。 
 
自動単語分割におけるこの問題に対して、研
究代表者は、一部の単語にのみ情報が付与さ
れた部分的アノテーションコーパスの利用
を提唱し、それを利用可能な自動単語分割器
を設計し、世界最高水準の精度と高い分野適
応性を実験的に示すとともにツールとして
公開した(文献[1,2])。本研究計画では、係り
受け解析においても、世界最高水準の精度と
高い分野適応性を実現し、係り受け解析の応
用を促進する。研究代表者および連携研究者
はすでに、係り受け解析の f 最小全域木問題
としての定式化(文献[3])を参考に簡単な実装
を行った。その結果、部分的アノテーション
コーパスにより高い分野適応性を実現する
見通しを得ている。 
 
使役・受動態などの格変換や照応・省略の補
完は、現在一部研究があるものの、入出力を
含めた問題の定義(仕様)について研究者間で
の共有認識がない。そのため、他分野の研究
者や言語処理システムの開発者が容易に用
いることができるツールは存在しない。 
２．研究の目的 
本研究計画では、まず、これらの問題を単語
をノードとするグラフの問題と考え、グラフ
理論を用いて定式化する。次に、部分的アノ
テーションコーパスにより高い分野適応性
を実現する。これら、高次の言語処理の実現
には、部分的アノテーションコーパスは必須
である。すなわち、文全体に情報付与する現
在の枠組みでは、照応などの高次の言語現象
のデータを機械学習に十分な量とするため
には、単語分割などの低次の言語現象に対す
る大量の情報付与が必要となる。これに対し
て、代表者が提案する部分的アノテーション
の枠組みでは、必要となる情報付与量が圧倒
的に少量で済み、様々な分野における高い精
度の言語処理が実現可能となる。最後に、こ
のようにして実現された言語処理システム
をツールとして公開する。 
３．研究の方法 
本研究では、グラフ理論に基づく統一的な言
語処理の提案と実装を目指し、以下の点を明
ら 
かにする。 
 
単語単位の係り受け解析のグラフ理論的定
式化:主に日本語を対象として、係り受け解

析を単語をノードとするグラフの最小全域
木問題としての定式化(文献[3])を拡張し、
一部の単語にのみ係り受け情報を付与した
データから学習する枠組みを実現する。 
 
受動態と能動態などの格変換をグラフ変換
として定式化:単語単位の係り受け木におい
て、動詞と主語・目的語の関係は、部分木と
して表現される。受動態と能動態の変換を部
分木への変換操作として定式化する。同様の
定式化を使役や連体修飾にも拡張し、これを
実装・公開する。 
 
照応・省略の補完の定式化:照応・省略など
の言語現象もグラフ理論を用いて定式化可
能であることを示す。例えば、ゼロ代名詞の
補完は、先行詞となる名詞のノードを適切な
格助詞をラベルとするノードを介して動詞
ノードに接続するシュタイナー木(追加可能
なノード集合が与えられた最小全域木)とし
て定式化できる。このような定式化を一般的
な照応・省略に拡張する。 
 
４．研究成果 
係り受け解析において、一部の単語にのみ情
報が付与された部分的アノテーションコー
パスの利用とそれを用いることで最高水準
の精度と高い分野適応性を実現した。研究代
表者および連携研究者は、係り受け解析の最
小全域木問題としての定式化(文献[3])を参
考に実装を行った。このようにして実現され
た言語処理システムをツールとして公開し
た。また、学習のためのコーパスについても
学会発表を行った上で、公開した。 
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